
平成２６年度スーパーグローバルハイスクール構想の概要 

 
指定期間 ふりがな あおもりけんりつあおもりこうとうがっこう 

②所在都道府県 青森県 
26～30 ①学校名 青森県立青森高等学校 

③対象学科

名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 各学年７クラス２８０名、全校生徒８４

０名である。うち文類型の生徒は第２・

３学年で計２３５名である。 
普通科 281 280 279 - 840 

⑥研究開発

構想名 
ロジスティクス戦略を視野に入れた人材育成プログラムの研究開発 

⑦研究開発

の概要 

グローバル・リーダー育成のためには、「多様性の理解に基づき課題を設定する力」、

「グローバルマインドに基づく企画力」、「理論と実践を融合する力」の３つの力が必

要である。そこで、青森県ロジスティクス戦略を視野に入れ、「外国人との交流」、「外

国人との協同学習や海外経験」、「ビジネスモデルの開発」に関する実践活動を通して

グローバル・リーダーに求められる資質・能力と意志を身につける。 
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(1) 目的・目標 

①目的 グローバル・リーダー育成プログラムの研究開発 

②目標 ア 異なる価値観や文化的背景を理解することで課題を認識し、設定する能力

を育成する。 

イ グローバルマインドに基づく企画力を育成する。 

ウ ビジネスモデルの開発により、理論と実践を融合する力を育成する。 

(2) 現状の分析と研究開発の仮説 

①現状の分析と課題 

今日のグローバル化する社会の中で、物流における本県の地理的重要性に基づくロ

ジスティックス戦略を視野に入れ、グローバルマインドを持ち、異なる価値観や文化

を尊重し、困難なことに立ち向かうチャレンジ精神を持った人材（グローバル・リー

ダー）を育成することが求められている。そのため、以下のような仮説を設定した。 

②研究開発の仮説 

 （仮説１）「多様性の理解に基づき課題を設定する力」の育成 

外国人との交流を通じて、異なる価値観や文化的背景を理解することで課題      

を認識し設定できる。 

 （仮説２）「グローバルマインドに基づく企画力」の育成 

 外国人との協同学習や海外経験を通じて、グローバルマインドに基づく企画 

 力が育成される。 

 （仮説３）「ビジネスモデルの開発による理論と実践を融合する力」の育成 

     大学教員、外国人、ＮＰＯ等外部機関からの意見、助言を踏まえてビジネス

モデルの開発を行うことにより、理論と実践を融合する力が育成される。 

 

(3) 成果の普及 

①一般県民、県行政、県内商工団体・企業、金融、報道等を対象とした研究成果発表会

を開催する。 

②研究成果をまとめた報告書（冊子及びＤＶＤ）を、県教育委員会及び学校のホームペ

ージに掲載し広く周知を図るとともに、県内の中学校、高校及び教育機関等に配布し、

グローバル人材育成に関する意識啓発や教材としての活用を図る。 

③各学校の管理職、地歴・公民担当教員、外国語担当教員等を対象とした研修会等にお

いて、研究成果の報告や事例発表を行う。 
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(1) 課題研究内容 
急速な人口減少や少子化・高齢化は、国内需要の減少、生産力の低下など本県の産業

に大きな影響を及ぼすことが予想され、経済のグローバル化が世界との厳しい競争を生
む中、本県の持続可能な成長のためには、元来の強みに依拠した産業の育成・強化とそ
のための戦略的な発想が必要である。 
そこで、本県の全方位的な海上アプローチの良さと物流拠点としてのポテンシャルと

いう大きな強みを生かした青森県ロジスティクス戦略を視野に入れ、青森県の農林水産
物・伝統工芸品などの世界各国への販路拡大、青森県への観光客誘致を探究型学習の課
題とする。この学習を通じて「多様性の理解に基づき課題を設定する力」「グローバル
マインドに基づく企画力」、「ビジネスモデルの開発による理論と実践を融合する力」
の３つの力の育成を目標とした教育プログラムの開発を目指す。 

(2) 実施方法・検証評価 
①内容・実施方法 

 (ⅰ)多様性の理解に基づき課題を設定する力 …仮説１ 
三沢基地内の高校生、県内大学留学生との交流、海外協力校とＩＣＴを活用した交流

や意見交換 
 (ⅱ)グローバルマインドに基づく企画力 …仮説２ 

情報の収集・分析手法の習得、外国人との協同学習、海外でのフィールドワーク、大
学の留学生等とのグループディスカッション、プレゼンテーション能力向上のためのワ
ークショップ 

 (ⅲ)理論と実践を融合する力 …仮説３ 
マーケティングリサーチのレポート作成、ビジネスモデル開発のための現地調査、県

産品の海外への販路拡大や観光客誘致のためのビジネスモデル開発、研究成果の発表 
②検証評価方法 

仮説１では、生徒の姿勢や意識をアンケートにより検証する。また、講演や大学・研
究施設での研修レポート、プレゼンテーション等により生徒の自己評価及び教員・外部
講師等の評価を行う。仮説２では、生徒の姿勢や意識をアンケートにより検証する。ま
た、課題を解決するための企画力を、レポート及びプレゼンテーション等により生徒の
自己評価及び教員・外部講師等の評価を行う。仮説３では、プレゼンテーションに対す
るフィードバックにより個々のモデル案に対する生徒の自己評価及び教員・外部講師等
の評価を行う。加えて、アンケート実施及び進路志望により検証する。 

(3) 必要となる教育課程の特例等 
ＳＧＨコース選択者は、学校設定科目「ＳＧＨプロジェクト学習Ⅰ」及び「ＳＧＨ世界

史」を選択する。 
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(1) 課題研究以外の研究開発の内容・実施方法・検証評価 
なし 

(2) 課題研究の実施以外で必要となる教育課程の特例等 
なし 

(3) グローバル・リーダー育成に関する環境整備，教育課程課外の取組内容・実施方法 
ア 東南アジアからの留学生とのビジネスモデル開発 

青森中央学院大学にコーディネータ－を依頼し、同大学留学生とビジネスモデルの開
発に取り組む。加えて、青森県を訪れたタイ国の高校生との意見交換や議論するなどを
行うこととし、実施時期は１学年の年度末休業、２学年の年度始休業、夏季休業、冬季
休業期間を利用する。 

イ ニュージーランド・ローズヒルカレッジ高校とのビジネスモデル開発 
ウ アメリカ・メイン州ホールデール高校とのビジネスモデル開発 

両高校と協力し、ビジネスモデルの開発に取り組む。２学年の夏季休業期間を利用し、
両高校において、ビジネスモデルの企画内容を深めるために、リサーチ、協同学習、デ
ィスカッションを行い、異文化の中でのチームワークや相互尊重の態度を培い、各グル
ープのビジネスプランを強固なものにする。 

エ ＳＧＨ担当分掌について 
校内に担当分掌を組織し、全教員がこの事業に関わることができるよう、校内の連

携・協力体制のコーディネート及び事業の企画・運営を担う。 

⑨その他 

特記事項 
特記事項なし 

 


